
参考資料1  

助産師学校養成所における教育内容等について  

○ 入学資格  

保健師助産師看護師法（昭和23年法律第203号）第21条に  

規定する看護師国家試験の受験資格のある者  

（保健師助産師看護師学校養成所指定規則（昭和26年文部省・厚  

生省令。以下「指定規則」）  

具体的には、看護師学校養成所を卒業又は卒業見込みの看であり、  

助産師教育は看護師教育の上に積み上げられるものとして位置つけ  

られている。  

○ 修業年限  

6月以上（指定規則）  

○ 教育内容と単位数（時間数）  

22単位以上（指定規則）  

※厚生労働省所管助産師養成所においては、看護師等養成所の運営に閲す  

る指導要領（平成13年医政局長通知。以下「指導要領」）において22  

単位以上かつ720時間以上  

○ 助産師教育の基本的考え方  

「妊産じょく婦及び胎児・新生児の健康水準を診断し、妊娠・出  

産・産じょくが自然で安全に経過し、育児がスムーズに行えるよう  

援助できる能力を養う」（指導要領）  

○ 内診について  

内診については、「基礎助産学」、「助産診断・技術学」、「臨地実習」  

において履修。  
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助産師学校養成所教育課程  

教育内容   単位数   備  考   

基礎助産学   6（5）  

助産診断・技術学   6  

地域母子保健   

助産管理   

臨地実習   8  

助産学実習   8  実習中分べん（妊娠7月未満  
の分べんを除く。）の取扱い  
については、助産師又は医  
師の監督の下に学生1人に  
つき10匝I程度行わせるこ  
とn   

合∴三‡／’∴．   亮疹接木  

備考 大学等で、看護師学校養成所の教育内容と併せて教授するもの  
にあっては、括弧内の数字によることができる。  
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助産師国家試験出題基準について  

○ 出題科目の「助産診断・技術学」における項目として「内診」が示   

されているとともに、内診に関連する項目として「軟産道関大機転」、   

「胎児の産道通過機転」、「胎児の下降状況」「（胎児の）回旋・進入の   

異常」、「破水」等が示されている。  

○これまでの助産師国家試験問題では、内診所見に関する問題が多数出   

題されている。  
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助産師国家試験問題の例  

問 ビショップスコアに含まれないのはどれか。   

1 子宮頸部の硬さ  

2 Station  

3 子宮口の位置  

4 先進部の固定度  

問 初産婦。内診所見は子宮□7cm関大、展退度90％、Station＋1、小泉   
門は大泉門より低く、矢状縫合は斜径に触れる。回旋異常はない。胎児心音   

は正中に近い右側で聴取できる。  

このときの内診所見の表記はどれか。  
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問 子宮□全開大後の内診所見を表に示す。  

正常な経過を示しているのはどれか。  

矢状縫合  小泉門  大泉門  Station  

やや触知  やや触知  －3  

左前方に触知  触れない  ±0   

触れない  右前方に触矢口  ＋2   

やや触知  やや触知  ＋3  
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問 正常分娩における児頭の下降度がStation＋3である。   

触知できる恥骨結合後面の範囲はどれか。   

1 下2／3  

2 下1／2  

3 下1／3  

4 下 縁  
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